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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成30年12月13日(2018.12.13)

【公表番号】特表2017-538680(P2017-538680A)
【公表日】平成29年12月28日(2017.12.28)
【年通号数】公開・登録公報2017-050
【出願番号】特願2017-525120(P2017-525120)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  38/19     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  35/12     (2015.01)
   Ａ６１Ｋ  39/395    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  48/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  35/761    (2015.01)
   Ａ６１Ｋ  35/15     (2015.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/52     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ   38/19     ＺＮＡ　
   Ａ６１Ｐ   35/00     　　　　
   Ａ６１Ｋ   45/00     　　　　
   Ａ６１Ｋ   35/12     　　　　
   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｄ
   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｎ
   Ａ６１Ｋ   48/00     　　　　
   Ａ６１Ｋ   35/761    　　　　
   Ａ６１Ｋ   35/15     　　　Ｚ
   Ｃ０７Ｋ   14/52     　　　　
   Ｃ１２Ｎ   15/00     　　　Ａ
   Ｃ１２Ｎ    5/10     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成30年11月1日(2018.11.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被験体において癌又は固形腫瘍の再発を治療又は予防するための同時、分離又は連続用
途用の治療剤であって、次のａ．及びｂ．を含む治療剤：
　ａ．は、（ｉ）ＳＬＣポリペプチド、（ｉｉ）該ＳＬＣポリペプチドをコードするポリ
ヌクレオチド、（ｉｉｉ）該ポリヌクレオチドを含む細胞、又は（ｉｖ）それらの組み合
わせから選択され、及び
　ｂ．は、免疫チェックポイント阻害剤から選択される。
【請求項２】
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　前記免疫チェックポイント阻害剤がＣＴＬＡ－４阻害剤、ＣＴＬＡ－４受容体阻害剤、
ＰＤ－１阻害剤、ＰＤ１－Ｌ１阻害剤、ＰＤ１－Ｌ２阻害剤、４－１ＢＢ阻害剤、ＯＸ４
０阻害剤、リンパ球活性化遺伝子３（ＬＡＧ－３）阻害剤、Ｔ細胞免疫グロブリン及びム
チンドメイン３（ＴＩＭ－３）阻害剤又はそれらの組み合わせである、請求項１に記載の
治療剤。
【請求項３】
　前記免疫チェックポイント阻害剤が抗体である、請求項２に記載の治療剤。
【請求項４】
　前記抗体がモノクローナル抗体である、請求項３に記載の治療剤。
【請求項５】
　（１）前記免疫チェックポイント阻害剤がイピリムマブ及びトレミリムマブから選択さ
れるＣＴＬＡ－４阻害剤であり、又は
　（２）前記免疫チェックポイント阻害剤がニボルマブ、ペムブロリズマブ、ピジリズマ
ブ、ラムブロリズマブ、ＢＭＳ－９３６５５９、アテゾリズマブ、ＡＭＰ－２２４、ＡＭ
Ｐ２２４、ＡＵＮＰ１２、ＢＧＢ１０８、ＭＣＬＡ１３４、ＭＥＤＩ０６８０、ＰＤＲ０
０１、ＲＥＧＮ２８１０、ＳＨＲ１２１０、ＳＴＩＡ１１０Ｘ、ＳＴＩＡ１１１０及びＴ
ＳＲ０４２よりなる群から選択されるＰＤ－１阻害剤であり、又は
　（３）前記免疫チェックポイント阻害剤がＢＭＳ－９３６５５９、ＭＰＤＬ３２８０Ａ
、ＭＥＤＩ－４７３６、ＭＳＢ００１０７１８Ｃ、ＡＬＮ－ＰＤＬ、ＢＧＢＡ３１７、Ｋ
Ｄ０３３、ＫＹ１００３、ＳＴＩＡ１００Ｘ、ＳＴＩＡ１０１０、ＳＴＩＡ１０１１、Ｓ
ＴＩＡ１０１２及びＳＴＩＡ１０１４よりなる群から選択されるＰＤ１－Ｌ１阻害剤であ
る、請求項１～４のいずれかに記載の治療剤。
【請求項６】
　前記ＳＬＣポリペプチドが配列番号１又は配列番号２のアミノ酸配列を含む、請求項１
～５のいずれかに記載の癌又は固形腫瘍の再発を治療又は予防するための用途の治療剤。
【請求項７】
　前記ＳＬＣポリペプチドをコードするポリヌクレオチドがベクターに挿入され、そして
該ベクターが前記被験体に投与されるものである、請求項１～６のいずれかに記載の癌又
は固形腫瘍の再発を治療又は予防するための用途の治療剤。
【請求項８】
　前記ベクターが複製欠損アデノウイルスベクターであってよいアデノウイルスベクター
、ＣＭＶベクター、ワクシニアウイルスベクター、シンドビスウイルスベクター又はヘル
ペスウイルスベクターである、請求項７に記載の治療剤。
【請求項９】
　前記ＳＬＣポリペプチドをコードするポリヌクレオチドを含む細胞が抗原提示細胞（Ａ
ＰＣ）である、請求項１～８のいずれかに記載の癌又は固形腫瘍の再発を治療又は予防す
るための用途の治療剤。
【請求項１０】
　前記抗原提示細胞（ＡＰＣ）が前記被験体に対して自己由来であってよい樹状細胞であ
る、請求項９に記載の治療剤。
【請求項１１】
　前記ＳＬＣポリペプチドをコードするポリヌクレオチドを含む少なくとも又は約１×１
０6個の細胞が前記被験体に投与されるものである、請求項１～１０のいずれかに記載の
癌又は固形腫瘍の再発を治療又は予防するための用途の治療剤。
【請求項１２】
　前記細胞が２４時間以内に１×１０6個の細胞当たり少なくとも又は約０．２５ｎｇの
ＳＬＣを産生する、請求項１１に記載の治療剤。
【請求項１３】
　前記被験体が固形腫瘍を含み、前記細胞が前記被験体に腫瘍内投与されるものである、
請求項１～１１のいずれかに記載の癌又は固形腫瘍の再発を治療又は予防するための用途



(3) JP 2017-538680 A5 2018.12.13

の治療剤。
【請求項１４】
　前記固形腫瘍が非小細胞肺癌（ＮＳＣＬＣ）固形腫瘍である、請求項１～１３のいずれ
かに記載の癌又は固形腫瘍の再発を治療又は予防するための用途の治療剤。
【請求項１５】
　（ｉ）ＳＬＣポリペプチド、（ｉｉ）該ＳＬＣポリペプチドをコードするポリヌクレオ
チド、（ｉｉｉ）該ポリヌクレオチドを含む細胞又は（ｉｖ）それらの組み合わせが、免
疫チェックポイント阻害剤の前に又はそれと同時に前記被験体に投与されるものである、
請求項１～１４のいずれかに記載の癌又は固形腫瘍の再発を治療又は予防するための用途
の治療剤。
【請求項１６】
　（ｉ）ＳＬＣポリペプチド、（ｉｉ）該ＳＬＣポリペプチドをコードするポリヌクレオ
チド、（ｉｉｉ）該ポリヌクレオチドを含む細胞又は（ｉｖ）それらの組み合わせが、免
疫チェックポイント阻害剤の約２週間前に前記被験体に投与されるものである、請求項１
～１４のいずれかに記載の癌又は固形腫瘍の再発を治療又は予防するための用途の治療剤
。
【請求項１７】
　（ｉ）ＳＬＣポリペプチド、（ｉｉ）該ＳＬＣポリペプチドをコードするポリヌクレオ
チド、（ｉｉｉ）該ポリヌクレオチドを含む細胞又は（ｉｖ）それらの組み合わせが前記
被験体に２回以上投与されるものである、請求項１～１４のいずれかに記載の癌又は固形
腫瘍の再発を治療又は予防するための用途の治療剤。
【請求項１８】
　（ｉ）ＳＬＣポリペプチド、（ｉｉ）該ＳＬＣポリペプチドをコードするポリヌクレオ
チド、（ｉｉｉ）該ポリヌクレオチドを含む細胞又は（ｉｖ）それらの組み合わせが１ヶ
月に１回又は３週間毎に１回前記被験体に投与されるものである、請求項１７に記載の癌
又は固形腫瘍の再発を治療又は予防するための用途の治療剤。
【請求項１９】
　前記免疫チェックポイント阻害剤が前記被験体に２回以上投与されるものである、請求
項１～１８のいずれかに記載の癌又は固形腫瘍の再発を治療又は予防するための用途の治
療剤。
【請求項２０】
　前記免疫チェックポイント阻害剤が２週間毎又は３週間毎に１回被験体に投与されるも
のである、請求項１９に記載の癌又は固形腫瘍の再発を治療又は予防するための用途の治
療剤。
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